












要約:小児における成人病危険因子の発生の実態をみるために,千葉県八日市場市の保育

園・幼稚園の年中組の全幼児小学校一校,中学 1年生全員を対象として高血圧・血清脂質異

常・肥満をスクリーニングした。肥満は年齢が長ずるほど頻度が上昇し,血清脂質異常は中

学 1 年生で頻度が下がる傾向が認められた。また,5-6 歳・8-9 歳・12-13 歳の 3 回にわた

って経時的に検査をした169名の経過をみたところ,12-13歳時に血清脂質が異常であった

例は,5-6 歳時すでに異常が指摘されている率が高く,幼児検診の重要性が示唆された。な

お,4 歳児の血清アポリポ蛋白測定も行った。 


